
                                                      

問題 1 以下の問題に有効数字 3桁で答えなさい。 

(1)大気下(1,013 hPa)，300 K において 5.43 dm3を占めていた理想気体を同じ温度で 210 cm3の容器に充填した。 

1) この容器の内部圧力(hPa)を求めなさい。 

1013 hPa ✕(5.43 dm3/0.21 dm3)= 26193.28 

 

 

                                       答： 2.62✕104 hPa  

 

2)この容器中の理想気体の質量(g)を求めなさい。ただしこの理想気体の分子量を 44.0 とする。 

2619328✕2.10✕10-4÷(8.314✕300 K)✕44=9.7035 

 

 

                                       答： 9.70    g  

 

3)この容器中の気体が定圧条件(1,013 hPa)で 5.43 dm3まで膨張したときの仕事(J)を計算しなさい。 

-101,300✕(5.43✕10-3 - 210✕10-6) = -528.786 

 

 

 

                                      答：   -529   J  

 

問題 2 以下の問題に有効数字 3桁で答えなさい。 

(1) ある物質 Aの分解反応は 0次反応で，半減期が 2時間である。ある物質 Aを 0.345 mol dm-3反応させた時，分解反

応開始 4時間後の物質 Aの濃度を求めなさい。 

 

 

             

                                      答：   0   mol dm-3  

 

(2) ある物質 Bの分解反応は 1次反応であり，速度定数は 0.123 min-1である。この反応の半減期を求めなさい。 

 

半減期 = ln2/k より、k = ln2/0.123 = 2.7887 

 

 

 

 

                                       答：  2.79   min 
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問題 3 吸光度測定に関する以下の問いに答えなさい。答の導出過程を文章や計算式で説明すること。 

 化合物Ａの溶液が２種類（溶液①および②）ある。溶液①の濃度は 8.45×10-5 mol dm-3(mol L-1)であるが，溶液②の

濃度は未知である。溶液①を光路長 2.00 cm の吸収セルに入れ，ある波長の光を入射すると透過率は 67.3％であった。

一方，溶液②を光路長 1.00 cm の吸収セルに入れ，同じ波長の光を入射すると透過率は 37.5％であった。  

 

(1) ランベルト－ベールの法則に従うとき，溶液①の吸光度と化合物Ａのモル吸光係数を有効数字３桁でそれぞれ求め

なさい。 

吸光度を A，透過率を Tとすると，A＝-logT＝-log0.673＝0.1720＝0.172 

モル吸光係数をεとすると，ε＝0.1720/(8.45×10-5×2.00) ＝1.018×103＝1.02×103 cm-1 mol-1 dm3 

 

答：吸光度 0.172  ，モル吸光係数 1.02×103 cm-1 mol-1 dm3  

 

(2) ランベルト－ベールの法則に従うとき，溶液②の濃度を有効数字３桁で求めなさい。 

 

溶液②の吸光度は-log0.375＝0.4260 である． 

したがって，濃度を C mol/dm3とすると，C＝0.4260/(1.018×103×1.00)＝4.18×10-4 mol/dm3 

 

答： 4.18×10-4 mol/dm3   

 

問題 4 沈殿滴定について以下の問いに答えなさい。答の導出過程を文章や計算式で説明すること。 

濃度 0.030 mol dm-3の NaCl 水溶液 20.0 cm3をビーカーに入れ，濃度 0.060 mol dm-3の AgNO3水溶液を滴加して滴定

を行った。次の滴定率(α)における滴定量(cm3)と溶液の pCl をそれぞれ求めなさい。ただし，AgCl の溶解度積(Ksp)を

1.8×10-10 mol2 dm-6とする。 

 

(1) α＝0.40 

滴定前，ビーカー内には Cl-が 0.030×20.0＝0.60 mmol 存在する．α＝0.40 なので，0.24 mmol の Ag+を滴加すればよ

い．滴加量は 0.24/0.060＝4.0 cm3．このとき，ビーカー内には 0.60-0.24＝0.36 mmol の Cl-と 0.24 mmol の AgCl が存

在する．AgCl から解離する Cl-は無視できるほど少ないので，[Cl-]＝0.36/(20.0＋4.0)＝0.015 mol dm-3より， 

pCl＝-log[Cl-]＝1.82． 

答：滴定量 4.0 cm3 ，pCl 1.82     

 

(2) α＝1.00 

α＝1.00 なので，0.60 mmol の Ag+を滴加すればよい．滴加量は 0.60/0.060＝10.0 cm3．このとき，ビーカー内には

AgCl が存在する．溶解度積より，[Cl-]＝Ksp0.5＝(1.8×10-10)0.5＝1.34×10-5 mol dm-3．pCl＝4.87. 

 

                                 答：滴定量 10.0 cm3 ，pCl 4.87     

 

(3) α＝1.50 

α＝1.50 なので，0.90 mmol の Ag+を滴加すればよい．滴加量は 0.90/0.060＝15.0 cm3．このとき，ビーカー内には

0.60 mmol の AgCl と 0.90－0.60＝0.30 mmol の Ag+が存在する．AgCl から解離する Ag+は無視できるほど少ないので， 

[Ag+]＝0.30/(20.0＋15.0)＝8.57×10-3 mol/dm3より，[Cl-]＝Ksp/[Ag+]＝2.10×10-8 mol dm-3．pCl＝7.68. 

                                    答：滴定量 15.0 cm3 ，pCl 7.68     
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問題１ 元素の周期律に関する次の問いに答えなさい。 

元素の性質には周期性が見出されており，原子番号順に並べると性質の似た元素が周期的に現れる。原子の電子配

置に基づいて，性質の似た元素がひとまとめになるように並べた表が周期表である。周期の横の行を周期とよび、縦の

列を族とよぶ。周期表では似た性質をもつ元素が縦の列に並んでいる。また，それらを特徴づける電子の性質によって

４つのブロック元素に分けられる。 

(1)  同族元素の周期性の原因となる電子的な要因を答えなさい。 

(2) 典型元素に相当する２つのブロックを「…ブロック元素」という表記で答えなさい。 

(3)  遷移元素に相当する２つのブロックを「…ブロック元素」という表記で答えなさい。 

(4)  同族元素は原子番号の増加に伴って原子半径は大きくなるか，小さくなるか。 

(5)  同周期元素は原子番号の増加に伴って原子半径は大きくなるか，小さくなるか。  

 

(1)        価電子の数 

 

(2)       s ブロック元素 

      p ブロック元素 

(3)       d ブロック元素 

      f ブロック元素 

(4)         大きくなる (5)    小さくなる  

 

問題２ 下記の用語について，30～60 文字程度の文章でその要点を簡潔に説明しなさい。 

                                             

(1) 電気陰性度 

2 つの原子 A,B が結合する際，A 原子と B 原子のそれぞれが結合する電子（対）を自身の方向に引きよせる傾向を示す

尺度をさす。（60 文字）                           

 

(2) 金属結合 

金属原子の外殻に存在する非局在化可能な電子を他の原子と共有することにより生じる結合である。（45 文字）    

                          

 

(3) マーデルング定数 

イオン結晶中の陽陰イオンの幾何学的配列に依存する定数であり，イオン結晶の格子エネルギーを求める際に必要な補

正係数である。（60 文字）                                         

 

(4) パウリの排他原理 

 1 つの原子中，4 つの量子数で決められる電子状態には 1 個より多くの電子が入ることができない。（45 文字） 
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問題３ 結晶と X 線回折に関する次の問いに答えなさい。 

(1) ブラッグの条件を満たす時のみに回折線が現れる理由について，50 文字程度で説明しなさい。 

 

 

 

ブラッグの条件を満たす散乱光の位相がすべてそろうため，散乱光同士がお互いに強め合う干渉を起こす．（48 文

字） 

 

 

(2) 波長 λ＝0.1541 nm の X 線を用いて，ある立方晶系に属する金属粉末の X 線回折を測定したところ，(110)の反射が

2 q ＝44.67 °に観察された。この金属の格子定数 a (nm)を求めなさい。 

 

式） d110 = 0.2027nm 

 d＝λ／2 sin q ＝0.1541／(2×sin (22.34°)＝0.2027nm  

 d＝a／(h2＋k2＋l2)0.5 より，a＝0.2027× √ 2 ＝0.28666 nm 

 

 

                                         答）0.2867 nm 

 

(3) 測定された X 線回折パターンの消滅則より，この金属は体心立方格子を有することがわかった。この金属の密度

(g/cm3)を求めなさい。ただし，この金属原子 1 個の質量は 9.277×10−23 g とする。 

 

式） 

 2 × 9.277×10−23 ／ (0.2867×10-7 ) 3 =  1.8554×10−22／ 2.3565×10-23 =  7.874  g/cm3  

             

 

 

                                         答）7.874  g/cm3 

 

(4) 下表に示す各結晶型構造に該当する化学式を選択肢の中からひとつずつ選び，答えなさい。 

 

語群：α-Al2O3，CaCO3，CaF2, CaTiO3, CdI2，NaCl，NiAs，MgAl2O4，ReO3，TiO2,  CdS，Mg, Al, Si 

 

 

コランダム型構造 α-Al2O3 ルチル構造 TiO2 

スピネル型構造 MgAl2O4 ペロブスカイト型構造 CaTiO3 
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問題１ 

(1) 3-Methylpentane (2) N-Methylacetamide (3) Triethylamine (4) Tetrahydrofuran 

 

(5)  (6)  (7)  (8)  

 

 

問題２ 

 

 

 

問題３ (1) 

① 鳏鳥鳀鳫 ②鲣鳣鳔鲣鲹鲢鳫 ③鳖鳣鲫鳍鳃鲫鳍 ④臭素 ⑤逆鳖鳣鲫鳍鳃鲫鳍 

 

(2)   

 

問題４ 

 

 

 

問題５ 

1: F 2: C 3: D or G 4: G or D 5: A 6: E  7: B 

 

問題６ 

(1) 

 

 

(2)   
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解答(A) 解答(B) 解答(C) 解答(D) 解答(E) 

(A)構造式 

(A)名称 

(B)構造式 

(B)名称 

(C)構造式 

(C)名称 

(D)構造式 

(D)名称 

問題１ 以下の化合物の名称を記せ。 

(A)             (B)              (C)              (D)              (E)  

 

 

 

 

 

問題２ 以下の化合物の構造式を記せ。 

(A)  3-Nitrophenol   (B) 2-Ethylaniline  (C) p-Xylene  (D) 2-Hydroxybenzoic acid  (E) Pyridine 

 

 

 

 

 

  

問題３ 以下の化合物の中で芳香族であるものに〇を付けよ。 

 

(A)                (B)               (C)             (D)             (E) 
 

 

 

問題４ 無水塩化アルミニウム存在下，ベンゼンに以下の化合物を反応させたとき得られる生成

物の構造式と名称を記せ。 

(A)                  (B)                   (C)                 (D)  
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解答(A) 解答(B) 解答(C) 解答(D) 解答(E) 

解答(A) (B) (C) (D) (E) スチレン フルオロベンゼン 
4-メチルフェノール 

p-クレゾール 

4-ベンゾキノン 

p-ベンゾキノン チオフェン 

〇 〇 

エチルベンゼン 1-フェニル 1-エタノン 

アセトフェノン 

iso-プロピルベンゼン 

クメン 
シクロヘキシルベンゼン 



(A)構造式 (B)構造式 

(C)構造式 (D)構造式 

問題５ 次の化合物の置換基の中でベンゼン環を活性化する置換基を全て挙げ解答欄に〇を付け

よ。 

(A)              (B)                 (C)               (D)       (E) 

   

 

 

 

問題６ 次の反応式の生成物の構造式を記せ。 

(A)                                         (B)  

            

 

 

(C)                               (D)  

 

 

 

 

 

問題７ 以下の反応原料から目的生成物を得るための反応式の空欄に適切な語句または置換基を

記せ。 

(A) 

 

 

 

 

(B) 

 

 

問題８ 以下の化合物をニトロ化する場合，ニトロ基はベンゼン環のどの位置に置換するか？置

換する部位を矢印で一カ所記せ。 

(A)              (B)                 (C)               (D)       (E) 
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解答(A) 解答(B) 解答(C) 解答(D) 解答(E) 

置換基 

置換基 

〇 〇 

CH3COCl 

AlCl3 

CH3CO- 

HNO3 

H2SO4 

CH3CH2Cl 

AlCl3 

CH3CH2- 

Br2 

FeBr3 

(B) は 前 後 入

れ替え可 



                                                      

 

問題１ Dグルコースに関する記述を読み，以下の設問に答えなさい。 

 

Dグルコースは，C6H12O6 の分子式で示されるアルドースであり，生体内に広く存在

する糖質の中で最も重要な単糖のひとつである。①Fischer投影式を用いると，直鎖状の

Dグルコースは右図のように描くことができる。また，分子内にカルボニル基と水酸

基を含むため，水溶液中においてヘミアセタールを形成し，②環状グルコースを与え

る。Dグルコースが他の化合物と結合する際には結合様式の違いが生成する化合物の

物性に大きな影響をおよぼす。例えば，③2分子のDグルコースが結合したマルトース

とセロビオースは同じ分子式で表されるが化学的性質は異なる。 

 

(1) 糖の D 体と L 体はどのように決定されるか。基準となるトリオースの構造を示したうえで説明しなさい。 

 

標準化合物としてグリセルアルデヒドを用いる。Fischer 投影式においてグリセルアルデ

ヒドの構造式をアルデヒド基が上に，アルコール (CH2OH)が下になるよう記載したと

き，不斉炭素に結合している水酸基が右側に位置する光学異性体をD体と，左側に位置

する光学異性体を L 体と定義する。一般に糖の D 体と L 体の決定にはアルデヒド（ケ

ト）のカルボニルから一番遠い不斉炭素における水酸基が右側に位置する光学異性体を

D 体と，左側に位置する光学異性体を L 体と定義する。 

  

(2) 下線部①に関連して，C4H8O4の分子式で与えられるアルドースの Fischer投影式を全て示し，それぞれの構造につい

て D 体か L 体かを判定しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3) 下線部②に関連して，環状 Dグルコース形成時に新たに体と体の異性体が存在する。この異性体の関係を特に

何と呼ぶか答えなさい。 

 

アノマー 

 

 

 

 

 

 

 

＜問題 １は次頁に続く＞ 
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(4) 下線部②に関連して，Dグルコース溶液の比旋光度 []D が52.7º であったとき，水溶液中の体と体の存在比（

体 / 体）を有効数字 3 桁で求めなさい。ただし，水溶液中で D‐グルコースは体と体のみが存在すると仮定し（直

鎖状は存在しないと仮定），体と体の比旋光度 []D はそれぞれ18.7º と112.2º する。 

 

問題文より体の比旋光度は+18.7°，体の比旋光度は+112.2°と与えられている。 

アノマーの存在比と比旋光度には加成性が成立するので（アノマーの存在比はそのまま比旋光度に反映される），以下

の式が成り立つ。 

 (+18.7) × x  +  (+112.2) × (1 x)  =  +52.7 

これを解くと，x = 0.636     (1 x) = 0.364 となる 

よって，体と体の存在比は 

       体 / 体 = x / (1 x) = 1.75 

 

 (5) (4)の設問において，体と体の存在量が等量であれば存在比（体 / 体）は 1.00 となるはずであるが，結果は異

なる。このことは体と体のうちどちらかの異性体が水溶液中でより安定であることを示している。水溶液中における

環状 Dグルコースのうち体と体のどちらがより安定かについて簡潔な理由を含めて答えなさい。 

 

体のほうが安定 

＜理由＞ 

-D-グルコースでは環に結合した全ての OH 基が水平方向（エカトリアル方向）であり，OH 基間の立体障害も少なく，

水中における水分子との水和にも有利であるため。 

 

 

(6) 下線部③に関連して，セロビオースは 2 分子のDグルコース同士が1→4 グリコシド結合を介して結合している。

セロビオースの構造式を描きなさい。 

             

問題２ 以下の説明文中の（ ア ）～（ エ ）にあてはまる語句や数字を記しなさい。 

 

代表的な RNA として（ ア ），リボソーム RNA，（ イ ）が挙げられる。（ ア ）は DNA からの（ ウ ）

により合成されたもので，タンパク質のアミノ酸配列に関する情報を有している。タンパク質のアミノ酸配列情報は

（ エ ）塩基配列からなるコドンを単位として構成されている。そして，（ イ ）が塩基配列からアミノ酸に翻訳

するアダプターとして働いている。 

 

   ア メッセンジャーRNA   イ   転移 RNA   

 

 ウ 転写      エ  3                                          
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問題３ アミノ酸とタンパク質の構造に関する記述を読み，以下の設問に答えなさい。 

 

タンパク質は（ ア ）種類の①アミノ酸から構成されている。これらのアミノ酸の立体化学は不斉炭素をもたない

（ イ ）以外，すべて（ ウ ）体である。タンパク質中のアミノ酸残基は（ エ ）結合により直列に結ばれてお

り，この（ エ ）結合は②自由に回転できず平面性を有する。そして，この平面性がタンパク質中に見いだされる独

自の局所構造である③二次構造の形成に大きく寄与している。タンパク質の構造は階層性を有し，一次構造，二次構造，

三次構造，四次構造というレベルで理解されている。生体内で活躍する多くのタンパク質は水溶性タンパク質として知

られているが，水溶液中での三次構造や四次構造のような高次構造形成のためには，水素結合や静電相互作用とともに

（ オ ）相互作用が重要となる。水溶性タンパク質の内部は、ほとんど（ オ ）の残基を持つアミノ酸で構成され，

水分子が排除された環境になっている 。そして，水分子が排除された環境では④水素結合や静電相互作用が形成しやす

くなり，高次構造が安定化する。 

 

(1) 記述中の（ ア ）～（ オ ）にあてはまる語句やアミノ酸名，英数字を記しなさい。 

 

  ア  20        イ  グリシン         ウ  L       

 

  エ   ペプチド       オ  疎水性           

 

(2) 下線部①に関連して，「アミノ酸」とはどのようなアミノ酸であるか説明しなさい。 

 

1 つの（同一の）炭素にカルボキシ基とアミノ基が結合しているアミノ酸のことをいう 

 

 

(3) 下線部②に関連して，（ エ ）結合が自由に回転できず平面性を有する理由を説明しなさい。 

 

ペプチド結合中の酸素－炭素－窒素結合は電子が非局在化し，共鳴安定化するため，二重結合性を有するから 

 

 

 

(4) 下線部③に関連して，代表的な二次構造であるヘリックス構造の特徴を「水素結合」というキーワードを用いて

説明しなさい。 

 

ポリペプチド主鎖による分子内水素結合に基づき形成されるらせん構造である。-ヘリックス構造のらせん構造は右巻

きで，3.6 アミノ酸残基で 1 周，1 ピッチ 0.54 nm である。 

 

 

(5) 下線部④に関連して，高次構造の安定化要因として水素結合や静電相互作用のような非共有結合のほかに，あるア

ミノ酸残基の側鎖間で形成される共有結合が挙げられる。この共有結合の名称を答えるとともに，寄与するアミノ酸の

名称を答えなさい。 

 

  共有結合の名称： ジスルフィド結合        寄与するアミノ酸の名称： システイン     
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問題４ グルコース代謝について，以下の設問に答えなさい。 

 

(1) グルコースは血液から細胞に入ると，グルコース 6リン酸に変換される。変換されたグルコース 6リン酸が出発物

質となる代謝経路は解糖系以外に 2 つ存在するが，これら 2 つの代謝経路の名称を答えなさい。 

 

 

  代謝過程の名称①： グリコーゲン合成       代謝過程の名称②： ペントースリン酸経路     

 

 

(2) 解糖系において，グルコース 1 分子から，正味で何分子の ATP が生成されるか答えなさい。 

 

正味 2 分子の ATP が生成される 

 

 

 

(3) 解糖系において，グルコース 1 分子から最終産物として 2 分子生成され，好気条件下でアセチルCoA に変換される

化合物 A の名称を答え，その構造式を記しなさい。 

 

                           構造式： 

   

化合物 A の名称： ピルビン酸           

     

 

 

 

 

(4) (3)の設問における化合物 A は，嫌気条件下では，解糖系の継続に必要な化合物 B を生産する。このような嫌気条件

下で行われる代謝過程の名称と，化合物 B の名称を答えなさい。 

 

 

  代謝過程の名称： 発酵            化合物 B の名称： 乳酸         
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問題１ 次の組成を持つ混合ガスを 40%過剰空気で燃焼させたとき，次の問いに答えよ。ただし，この混合ガスの全量

は 50 kmol とする。 

混合ガス組成：プロパン 80 mol%，一酸化炭素 10 mol%，酸素 5.0 mol%，窒素 5.0 mol% 

反   応   式：C3H8 + 5O2 → 3CO2 + 4H2O 

        2CO + O2 → 2CO2 

（１）反応式を参考にして CO2 および H2O の生成量[kmol]を求めよ。 

（２）この燃焼に必要な酸素量[kmol]および実際に供給すべき酸素量[kmol]（混合ガス中の酸素量を除く）を求めよ。 

（３）40%過剰空気によって供給された酸素量[kmol]および過剰な酸素量[kmol]を求めよ。 

（４）供給された窒素量[kmol]および燃焼炉から排出される全窒素量[kmol]（混合ガス中の窒素量を加える）を求めよ。

ただし，空気中の酸素と窒素の割合を 21 : 79 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 30.0 mol%の低沸点成分 A，70.0 mol%の⾼沸点成分 Bからなる２成分系混合溶液を毎時 50 kmol で連続蒸留塔

に供給し，塔頂から 95.0 mol%の成分 A 含む製品（留出液）を，塔底から 95.0 mol%の成分 B を含む製品（缶出液）を

得たい。原料は 40%が沸騰状態の液となるよう供給し，還流比を 4 とするとき，次の問いに答えよ。 

（１）留出液量[kmol/h]および缶出液量[kmol/h]を求めよ。 

（２）濃縮部の液量[kmol/h]および蒸気量[kmol/h]，回収部の液量[kmol/h]および蒸気量[kmol/h]を求めよ。 

（３）濃縮部および回収部の操作線を式で示せ。 
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（１）

CO2の生成量＝ 50×0.80×3+50×0.10×1 125 kmol

H2Oの生成量＝ 50×0.80×4 160 kmol

（２）

燃焼に必要な酸素量＝ 50×0.80×5+50×0.10/2 202.5 kmol

供給すべき酸素量＝ 202.5-50×0.05 200.0 kmol

（３）

供給した酸素量＝ 200×1.4 280.0 kmol

過剰な酸素量＝ 280.0-200.0 80.0 kmol

（４）

供給された窒素量＝ 280.0×0.79/0.21 1053.3 kmol

排出される窒素量＝ 1055.8+50×0.05 1055.8 kmol

（１）       F= 50

xF= 0.3

xD= 0.95

xW= 0.05

D=F(xF-xW)/(xD-xW)

D= 13.9 kmol/h

W=F(xD-xF)/(xD-xW)

W= 36.1 kmol/h

（２） 濃縮部蒸気量V，液量L，回収部蒸気量V'，液量L'

q= 0.4

R= 4

L= DR= 55.6 kmol/h

V= L+D= 69.4 kmol/h

L'= L+qF= 75.6 kmol/h

V'= V-(1-q)F= 39.4 kmol/h

（３） 濃縮部の操作線

y=(L/V)x+(D/V)xD

y= 0.800 x + 0.1900

回収部の操作線

y=(L'/V')x-(W/V')xw

y= 1.9155 x － 0.04577



                                                      

問題３ 塩分濃度 3.50wt%の海水から，4 段の連結された蒸発缶によって淡水を得ると同時に，25.0wt%の濃縮海水を得

たい。海水中の塩分はすべて NaCl であるとみなし，各蒸発缶の蒸発水分量は等しいとして次の問いに答えよ。ただし，

供給される海水の総量は 150 kg/h とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）1 日（24 h）運転して得られる淡水（4 つの蒸発缶から得られる蒸発水分量の合計）は何 kg かを求めよ。 

（２）24 h 運転して得られる 25.0wt%の濃縮海水は何 kg かを求めよ。 

（３）第 2 段および第 3 段の 1 時間あたりの濃縮液量はそれぞれ何 kg かを求めよ。 

（４）第 2 段および第 3 段の出口溶液の濃度はそれぞれ何 wt%かを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験科目名   

化学工学 
〔２/２頁〕 

 

 

海水
第1
蒸発缶

蒸発水分
(淡水)

V

蒸発水分
（淡水）

V

蒸発水分
（淡水）

V

第2
蒸発缶

第3
蒸発缶

W1,  x1 W2,  x2
3.50 wt% NaCl aq.

150 kg/h

蒸発水分
（淡水）

V

W4

25.0 wt% NaCl aq.

第4
蒸発缶

W3,  x3

濃縮海水

（１）（２）

全物質収支　　150=4V+W4

成分収支　 NaCl　 150*0.035=0.25*W4

           　　 H2O    150*(1-0.035)=4V+(1-0.25)*W4

W4= 21.0 kg/h

V= 32.3 kg/h  （１）

24h運転して得られる淡水 3096 kg 淡水量 3096 kg

24h運転して戻される濃縮海水 504 kg 濃縮海水量 504 kg

（３）（４）

第１蒸発缶の物質収支

全物質収支　　150=V+W1 （２）

成分収支　 NaCl　 150*0.035=x1*W1 1段目液量 111.8 kg/h

            　　H2O    150*(1-0.035)=V+W1*(1-x1) 2段目液量 85.5 kg/h

W1= 117.75 kg/h 3段目液量 53.3 kg/h

x1= 0.0446

第２蒸発缶の物質収支

全物質収支　　W1=V+W2 （３）

成分収支　 NaCl　 W1*x1=x2*W2 1段目組成 4.46 wt%

            　　H2O    W1*(1-x1)=V+W2*(1-x2) 2段目組成 6.14 wt%

W2= 85.50 kg/h 3段目組成 9.86 wt%

x2= 0.0614

第３蒸発缶の物質収支 （検証）第４蒸発缶の物質収支

全物質収支　　W2=V+W3 全物質収支　　W3=V+W4

成分収支　 NaCl　 W2*x2=x3*W3 成分収支　 NaCl　 W3*x3=0.25*W4

           　 　H2O    W2*(1-x2)=V+W3*(1-x3)             　　H2O    W3*(1-x3)=V+W4*(1-0.25)

W3= 53.25 kg/h W4= 21.00 kg

x3= 0.0986 x4= 0.2500
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